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菅谷高殿：国指定重要有形民俗文化財

家族や仲間と楽しめる各種体験プログラムが充実
　国内唯一の「たたら製鉄」の本格操業体験や、手軽に楽しめる包丁 / ナイフづくり体験など
のプログラムが充実。地域の人たちとの触れ合いを大切にした農・林業体験、空家を使った田
舎暮らし体験など、グリーンツーリズムのプログラムが充実しているのが自慢です。

奥出雲の秘境で、暮らして /働いてみたい人、大歓迎！
　空家を活用した住環境整備や、「農業」と「食品加工・商業・わら細工などの伝統工芸復興」
を組み合わせた「半農半Ｘ」型雇用の仕組みを導入し、ＵＩターン希望者に来ていただきやすい
環境づくりを進めています。まずはお気軽にお問合せください。 

都市型企業と連携し、
双方の課題解決をはかるプロジェクトを開発
　吉田の課題（人口減少、農業の衰退、里山の荒廃など）と、都市型企業の課題（健康増進・
メンタルヘルス、活力ある組織づくり、人材育成など）をマッチングさせ、企業研修やＣＳＲ
の分野で、双方にメリットが生じるプログラムを開発したいと考えています。関心のある企業
様は、ぜひご連絡ください。

吉田を多くの学生が集う“たたらの里”キャンパスに！
　雲南市が進める UCC（雲南コミュニティ・キャンパス）構想の一環で、地元住民や企業、営
農組織が連携し、様々な分野の大学生を受け入れています。長期滞在が可能な宿泊施設もあり、
インターン制度なども充実。地域の人たちと触れ合いながら、腰を据えて研究・学習活動が進
められます。

味覚抜群のこだわり米など、高地で採れた旬の食材を直送
　吉田は標高 400 ～ 450m の高地に位置し、昼夜の寒暖差が大きいため、美味しいお米や野菜
の産地として有名です。それらを素材にした加工食品も充実しており、ぜひ首都圏の皆さまにも、
季節ごとの旬の味を、もっとお届けしたいと考えています。まずは、本イベントで、試食して
みてください。

日本遺産に認定！

「出雲國たたら風土記 」 ～鉄づくり千年が生んだ物語～
　昨年 4 月、吉田町を含む島根県雲南市・安来市・奥出雲町の「出雲國たたら風土記～鉄づく
り千年が生んだ物語～」が、日本遺産の認定を受けました。この地域では今でも、世界で唯一、
たたら製鉄の炎が燃え続けています。そして「たたら製鉄」という産業が、この地域の景観や
文化に多大な影響を与えてきた歴史があり、その影響が今もなお、いちばん色濃く残っている
のが吉田町です。

吉田町はこんなところ。
　雲南市吉田町は、島根県南東部の奥出雲地方に位置
する、急峻な中国山地の山々に囲まれた農村集落です。
　昭和 61年には「鉄の歴史村宣言」を行い、以後、た
たら製鉄の文化遺産を維持・管理しながら、それらを
有機的に結ぶ「オープンエア・ミュージアム」の建設
を推進してきました。人口は約 1800 人。
　地域の中心部を中国やまなみ街道（尾道松江線）が
縦貫しており、近年はアクセスも改善されました。

主　　　催：よしだ農都交流推進協議会　〒690-2801 島根県雲南市吉田町吉田 1061-１　
お問合せ先：本イベント事務局
　　　　　　（公財）鉄の歴史村地域振興事業団　　 　　TEL：0854 -74 - 0311
　　　　　 （一社）一般社団法人スクナヒコナ   （浜崎） TEL：090 - 2406 - 9436
お申込み先： sukunahikona.or.jp/nouto
　　　         　※上記サイトのエントリーフォームにてお申込みください。（上記電話でのお申込みも可）

日本遺産：
地域の有形・無形の文化財群を結びつけ、その地に根付
く物語を「日本遺産（Japan Heritage）」として認定し、
その活用を奨励する文化庁の制度のこと。　
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私たちは、東京との交流を、
もっと深めていきたいと
考えています。


